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研究成果の概要（和文）：本領域研究は、人文科学と自然科学の多様な研究者が集い、新たな視点や手法による
共同研究を推進して、古代アメリカの比較文明論の新展開を達成した。年縞の計数に基づく高精度編年を確立
し、航空レーザー測量を用いた地形の把握と考古遺構の探索に成功した。古代アメリカ文明を資源化するという
行為は、植民地時代以降の中南米で行われているだけでなく、メソアメリカとアンデスにおいて先スペイン期か
ら行われた。本領域研究は温故知新の言葉通り、現代の中南米諸国における歴史認識の刷新、古代アメリカ文明
を資源とする芸術的創造、産業化、観光振興、国民の文化的アイデンティティの形成、中南米の地域的アイデン
ティティの形成に寄与する。

研究成果の概要（英文）：Our project "Comparative studies on Ancient American Civilizations" carries 
out an innovative study on Mesoamerican and Andean civilizations by means of a collaboration between
 a variety of human and social scientists, including archaeology, history and cultural anthropology,
 and natural scientists. We carry out LiDAR survey around the site of Ceibal, Guatemala, and Nasca, 
Peru, to provide a complete view of how the archaeological remains were distributed over the 
landscape.We also provide refined chronological frameworks based on precise varve counting and 
high-precision C-14 dating. Our project contributes to a better historical understanding in Latin 
American countries, artistic creation and industrialization, and tourism development as a resource 
created by means of Ancient American civilizations, as well as a formation of national and regional 
identities in Latin America.

研究分野： 人類学としてのマヤ文明学・比較文明論

キーワード： 古代アメリカ文明　比較文明論　考古学　歴史学　文化人類学　自然科学的編年　歴史的教訓　国際研
究者交流
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研究成果の学術的意義や社会的意義
従来はテーマ毎の比較考古学研究はあっても、メソアメリカ文明とアンデス文明が個別に研究される傾向が強か
ったのに対して、本研究は旧大陸の文明の影響を受けずに発達した一次文明の特性や社会変動を多面的に比較
し、人類の文明の多様なあり方を明らかにする。研究対象とする時代を先スペイン期に限定するのではなく、植
民地時代や現代の中南米の人々が古代文明を資源化して再解釈するのかを示し、古代アメリカの「文明の終焉」
の概念を批判的に検討する。世界史における諸文明の共通性と多様性を再認識し、従来の西洋中心的な文明史観
では得られない新しい歴史的知とバランスの取れた｢真の世界史｣・「真の文明史」の構築に大きく寄与する。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

西洋人の侵略・植民地化によって「敗者」となった古代アメリカの二大文明は、歴史の表舞台から消さ
れ、後世に及ぼす影響が過小評価されている。メソアメリカとアンデスでは、先スペイン期から現代まで
の先住民の研究が通時的に結び付けて論じられることは少ない。考古学、歴史学、文化人類学の研究
は専門化・細分化され、各研究分野の研究者間の交流がほとんどない。今なお学術研究と一般社会の
もつ知識の隔たりは大きい。「歴史は勝者によって書かれる」としばしば言われるが、本領域研究は、主
に「勝者」の西洋人によって理解され、語られてきたメソアメリカ文明とアンデス文明を新たな視点や手
法によって見直す。両文明に関する既存の研究の限界としては、（1）メソアメリカ文明とアンデス文明が
個別に研究されてきたために、旧大陸の文明の影響を受けずに発達した一次文明としての両文明の特
性や社会変動が比較研究によって十分に検討されてこなかった、（2）北半球で確立した世界標準の年
代目盛が、アンデス地域のような南半球の低緯度では10数年ほどずれるために、メソアメリカ文明とアン
デス文明の通時的比較研究に困難が伴う、（3）研究対象とする時代が、スペイン人の侵略以前のいわ
ゆる先スペイン期に限定されており、古代アメリカ文明の後世への影響が考慮されていない、という3点
が挙げられる。 

 

２．研究の目的 

本領域研究の目的は、①精密な自然科学的年代測定法や古環境復元によって、メソアメリカとアン
デスの高精度の編年を確立し環境史を解明する、②精密な編年をもとにメソアメリカ文明とアンデス文
明の詳細な社会変動に関する通時的比較研究を行う、③植民地時代から現代まで、メソアメリカとアン
デスの文明が中南米の先住民文化に及ぼした影響を「古代文明の資源化」をキーワードに検証するこ
とである。さらにこれらの成果をもとに導かれる文明研究の今日的意義を探求する。 

 

３．研究の方法 

本領域研究は、精密な編年をもとにメソアメリカ文明とアンデス文明という、一次文明の詳細な社会変

動に関する実証的かつ基礎的な通時的データを収集して比較研究し、実証的かつ多面的に検証する。

計画研究 A02 と計画研究 A03 では、それぞれグアテマラとペルーで初となる航空レーザー測量によっ

て、マヤ文明のセイバル遺跡の都市全体と周辺地域及びナスカ台地と周辺地域の考古遺構の空間分

布を広範に調査する。本領域研究は、古代文明の詳細な社会変動を解明するだけでなく、古代文明に

関する情報が、植民地時代から現在までの中南米の先住民文化に及ぼす影響を「古代文明の資源化」

をキーワードに考察する。こうして後世の人間が資源として活用する古代アメリカ文明という視点を提示

し、文明研究の今日的意義を明確にする。 

 

４．研究成果 

総括班のメンバーは、各研究項目の連携や計画研究と公募研究の調和を図るために以下の項目を

実施した。 

（1） 領域全体の研究方針の策定と企画・調整 

研究組織のデータベースとメーリングリスト（ML: 総括班、各研究項目別）を採択直後に作成し、適

宜更新しつつ密接に連絡を取り合った。 

（2） 研究活動の監督と連携の強化 

個々の研究項目の成果のとりまとめで終わらせず、領域としての研究を推進・発展させていくために

総括班は、領域会議（研究者全体集会）を毎年度1回の計5回主催した（表1）。研究代表者、研究分担

者、連携協力者、研究協力者が研究成果を発表して議論を深め、各研究項目の連携を深めた。公募

研究の研究代表者と領域の設定目的の共通理解に努めるために、公募研究期間中の領域会議に参

加してもらい研究項目と公募研究の調和を図った。各研究項目間の連携をより密接かつ円滑にするた

めに、総括班は、研究項目間の公開合同研究会を計5回主催した（表2）。領域の全メンバーが参加す

る領域会議と比べて、より少人数のメンバーが詳細なデータを含む長めの研究発表を行い、より綿密

な議論を重ねて共同研究を推進できた。 

 

表1 領域会議：研究者全体集会一覧 

第1回領域会議：H26年10月19日、キャンパス・イノベーションセンター東京（東京） 

第2回領域会議：H27年6月7日、国立民族学博物館（吹田市） 

第3回領域会議：H28年6月19日、キャンパス・イノベーションセンター東京（東京） 

第4回領域会議：H29年7月2日、国立民族学博物館（吹田市） 

第5回領域会議：H31年2月17日、キャンパス・イノベーションセンター東京（東京） 
 

表2 研究項目間の公開合同研究会一覧 

①研究項目A02・A04公開合同研究会、H26年 12月 20日、専修大学（東京）、「テオティワカン国家形
成の考古学的研究」、「切り拓かれるべき自然、包み込む「自然」：カンクン・ホテルゾーンの遺跡公園の
見せ方から考える」 

② 研究項目 A02・A04 公開合同研究会、H27 年 12 月 20 日、慶応義塾大学（東京）、「エルサルバド



ルにおけるコミュニティ考古学の実践と課題：住民による遺跡発見、調査、価値の創出、そして活用ま
で」、「パラグアイにおける伝統工芸：ニャンドティ（蜘蛛の糸）の資源化について」 

③研究項目A02・A03公開合同研究会、H28年1月23日、キャンパス・イノベーションセンター東京（東
京）、「古代アメリカの比較文明論の新展開に向けて：メソアメリカ・アンデス比較文明論試論」 
④研究項目A02・A03・A04公開合同研究会、H30年3月29日、キャンパス・イノベーションセンター東京
（東京）、「メソアメリカとアンデス：文字、図像と公共建築」 
⑤研究項目A01・A02・A03・A04公開合同研究会、H30年7月7日、専修大学神田キャンパス（東京）「
17世紀ペルー北部海岸地域における先住民首長と先住民文明：土地整理composición de tierrasをて
がかりに」、「ペルー・ワロチリの民族誌・歴史文書・遺跡」、「歴史的記述における相対主義／実在論：
特にアーサー･ダントの「物語論」に則して」、「先史アンデス社会における視線の物質化と生産」 
 

（3）研究成果のとりまとめ・公表と社会還元 

領域発足直後にウェブサイトを立ち上げた。総括班は、領域の公開講演会を計4回主催した（表3）。 

表3 領域の公開講演会一覧 

第1回公開講演会「古代アメリカの比較文明論：メソアメリカとアンデス」 

H27年6月6日、国立民族学博物館（吹田市） 

第2回公開講演会「マヤ文明とアンデス文明の最新調査：過去から現代まで」  

H28年6月18日、キャンパス・イノベーションセンター東京（東京） 

第3回公開講演会「メソアメリカとアンデスの古代文明と現在」 

H29年7月1日、国立民族学博物館（吹田市） 

第4回公開講演会「古代アメリカの比較文明論：過去から現代まで」  

H31年2月16日、キャンパス・イノベーションセンター東京（東京） 

 

（4）研究成果の総括と評価 

総括班は、計 16 回（H26 年 7 月、12 月、1 月、H27 年 6 月、1 月、2 月、H28 年 6 月に 2 回、9 月

に 2回、1月、H29年 6月、7月、H30年 4月、2月に 2回）の総括班会議を開催し、領域の企画調整、

各研究項目の研究の成果や進展状況を報告し、意見交換と評価を行った。総括班は、必要性に即応

してウェブ会議や ML 持ち回り会議を開催した。個々の研究項目の活動（調査・分析・発表など）を迅

速に把握し、研究項目間の連携を強めた。領域代表者の青山はペルーのナスカ台地の北のラ・ベン

ティーヤ遺跡の発掘調査でA03研究代表者の坂井と意見を交換した。坂井とA04研究代表者の鈴木

は青山が実施するセイバル遺跡の発掘調査に立ち会い、比較研究を推進した。青山と坂井は、A01

のメンバーによるセイバル遺跡近郊の湖沼調査に立ち会い、文明の盛衰と環境変動の因果関係を検

証するために議論を重ねた。中南米での研究項目 A01調査と研究項目 A02、A03の共同研究、研究

項目 A02、A03 の共同研究、研究項目 A02、A04 の共同研究など、各研究項目の連携を強化して共

同研究を実施した結果、効率的な領域運営を実現できた。特に日本と比べると治安が悪くスペイン語

が公用語のグアテマラとペルーにおける研究項目 A01 の調査では、長年の調査経験から現地の状況

を周知している研究項目A02とA03の研究代表者の青山と坂井が、調査地の選定や現地での調査活

動、さらに試料の輸出などで全面的に協力し、いずれの地域でも良好な試料を得ることができた。 

 

（5）若手研究者の育成 

本領域研究に参加した大部分の研究者は中堅・若手であり、本領域研究を推進することによって、

当該領域における人材育成に繋げた。本領域研究に参加中の若手の研究者のうち 10名が常勤、5名

が任期付の研究職を得た。 
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